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舶来メダカとボーフラ│生物利用の環境改善
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ヘドロ、光化学スモッグ、鉛公害等々、現代社会には私たちの健康
を蝕む様々な形の公害が発生している。この映画は、生物を使って
人間の環境改善を図る試みを紹介する。

タイのバンコクで日本の研究者たちが、意外なことを発見した。ボー
フラがいるはずのスラム街の水溜まりに、ボーフラはいなくて小さ
な魚がうじゃうじゃ繁殖していた。熱帯魚のグッピーである。その
汚水のグッピーを調べてみると、他の魚が住めない汚い水に住み、
よくボーフラを食べ、どんどん繁殖する。しかし寒さには弱く、水
温が14度以下になると死んでしまう。グッピーは日本の冬を野外で
は越せないと思われた。ところが、日本にはもう 1種類、寒さに強
い舶来メダカが住んでいた。マラリアを媒介するハマダラ蚊のボー
フラを退治する目的で、50年ほど前に東京周辺に放されたタップミ
ノウである。研究者たちは、地方の市町村や県衛生部と協力して川
の多い町にタップミノウやグッピーを住みつかせて、ボーフラの駆
除に役立てた。その間に殺虫剤の研究も進んだ。殺虫剤の使用は、
害虫駆除にかなりな成果を収めた反面、人や家畜の健康を脅かし反
省の時期にきていた。有機リン剤のフェニトロチオンは、DDTや
BHCと違って極めて薄い濃度でボーフラを殺すが、魚には害がな
いことがわかった。実験の結果、枯草菌などの微生物がフェニトロ
チオンの化学構造を変え、毒性のほとんどない化合物に分解してし
まうこともわかった。こうした適当な薬剤と天敵をうまく併用する
ことで、自然界を汚染することなく、害虫も駆除することができる。


